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パブリックコメントに寄せられたご意見への対応について 

■実施期間：平成２９年１２月２０日（水）～平成３０年１月１６日（火） 

■提出件数：５件（内訳：持参１件、ＦＡＸ２件、意見投函箱２件） 

 寄せられた意見 ご意見に対する市の考え方 

Ａ 1、「2040 年代のまちの将来像をしめしてい

く」「地域住民と協働で取組み」「都市計画の

見直しも視野に」という基本は賛成です。そ

して諏訪・永山地区をリーディングプロジェ

クトと位置付け、先行的に取り組むというの

もいいと思います。 

 ただ、将来の魅力ある青写真を示すと同時

に、いま現に諏訪・永山地区に住んでいる人

たちの現状・要望を的確に把握し、解決が迫

られている問題にも答えていくことが大事

だと思います。 

 例えば、中層５階建ての集合団地にエレベ

ーターがない問題は早い施策が求められて

います。エレベーター問題は、（4）住宅スト

ックの再生の項で問題の所在は確認されて

いますが、再生計画の具体化のところでは出

てきません。2040年代待ちでなく、今解決す

る問題としてのプロジェクトの中に具体化

してほしいと思います。 

 

２、具体的にＵＲ賃貸団地の再生で出てくる

のは、各種割引制度、MUJIとのコラボなど若

い世代対策的なことです。医療福祉拠点団地

としてどうしていくのか、中部包括事務所や

ネコサポの出店での反響なども把握しなが

ら、居住者が求めている課題の具体化を、ス

ピード感を持って取り組んでほしい。 

 例えば、3DKに一人住まいの方も多いなか、

ルームシェア制度の普及はいい仕組みでは

ないでしょうか。 

  

 

具体的なご意見、ご提案をありがとうござ

います。 

１につきまして、「多摩ニュータウン 

リ・デザイン 諏訪・永山まちづくり計画

（案）」（以下、まちづくり計画）の作成の際

には、諏訪・永山地区で住民懇談会を開催し、

地域における課題や意見をお伺いしました。   

今後は、まちづくり計画における将来像の実

現に向けて、事業者、地権者、市民と協働で

取り組んでいきたいと考えております。 

既存の中層住宅にエレベーターがなく、バ

リアとなっていることは課題と考えており

ます。エレベーターを設置するためには、分

譲住宅では権利者による合意形成が必要と

なるため、懇談会等でエレベーター設置を含

めた住宅団地再生の必要性を話し合いまし

た。また、公的賃貸住宅においては、バリア

フリー化が進められているところです。 

 

２につきまして、ＵＲ都市機構は若い世代

の流入促進に向けた「ＭＵＪＩ×ＵＲ」のリ

ノベーション事業のほかに、高齢者等が安全

に住み続けられるよう「健康寿命サポート住

宅」に取り組んでおり、住戸内の手すりの設

置や段差解消等も行われています。 

今回いただきましたご提案も検討しなが

ら、事業者と連携し、一体的なまちづくりを

進めていきたいと考えています。 
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3、尾根幹線道路に関連して 

 東京都は A,B二案を示していますが、どち

らの案もっとも道路に近接している永山４

‐３街区への騒音、環境悪化を解決できない

と思います。ぜひトンネル化の提言を、再生

プロジェクトからも国や都へ提言してほし

いと思います。 

 

 

 

 

３の南多摩尾根幹線整備については、東京

都が「都市計画変更素案及び特例環境配慮書

の説明会（多摩市聖ヶ丘五丁目～南野三丁目

間）」を行いました。その中で、諏訪・永山

区間はＡ案・Ｂ案の二案が提示され、両案と

も全ての環境基準等を満足する予測値とな

っています。 

市は尾根幹線沿道のまちづくりを実現す

るためには、平面構造にすることが有効であ

り、また、既に八王子市別所区間で整備され

ている路線についても平面構造であること

から、標準的な構造であると考えています。 

 

Ｂ １、防災の方針に関する意見 

Ｐ２２の「都市基盤の安全性の向上」につい

てですが、「学校等公共施設を活用した避難

場所においては災害時対応に向けた物資や

エネルギー、通信の確保を推進」を追記され

ることを提案いたします。 

【理由】 

・「地域の自助・共助の意識の醸成」「防災機

能の確保」のために、災害時の十分な対応を

図ることは不可欠であり、被災者の避難場所

の確保も重要な要素となります。また、避難

場所においては、被災者の付加軽減への配慮

も欠かすことが出来ないため、食料等の物資

に加え、照明や暖房、調理のためのエネルギ

ー、及び情報収集のための通信の確保が求め

られていると考えます。 

 

２、住宅・住環境の方針に関する意見 

Ｐ２０の「団地分譲型マンション」について

及び、Ｐ４６の「個別方針２ 取組方針個別

２‐②」について 

【意見】 

・「既存マンションの耐震化及びバリアフリ

具体的なご提案ありがとうございます。 

１につきまして、防災時の取り組みは、諏

訪・永山地域に特化した内容ではなく、全市

的に取り組まなければならない内容です。 

いただきましたご意見につきましては「多摩

市地域防災計画」の中で整理をいたします。 

 

２につきまして、ヒートショックは暖かい

部屋から寒い部屋への移動などによる急激

な温度の変化によって、血圧が大きく変動す

ることをきっかけとして起こる危険な状況

であり、対策が必要であると考えておりま

す。 

Ｐ２０の住宅・住環境の方針の①団地型分

譲マンションの項目では、建替えによらない

再生について、安全・安心に暮らし続けられ

るよう、断熱性能の向上を目指し、環境に配

慮した改修の促進をバリアフリー化、耐震化

と並列して記載しております。 
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ー化」に「ヒートショック対策」を追記する

ことを提案いたします。 

【理由】 

・平成 28 年 3 月に改定された『住生活基本

計画』において、「高齢者が自立して暮らせ

る住生活の実現」の中で、「住宅のバリアフ

リー化やヒートショック対策を推進する」と

記載されており、今後、高齢者が安全に安心

して生涯を送ることができるための住宅の

改善・供給に向けた基本的な施策と位置づけ

られているため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 諏訪近隣センター・都営建替え関連の勉強

会、連絡会を早急に設置、始動を要望します。 

 年々商環境が厳しくなる中、諏訪商店街は

喫繁の課題である駐車場等の交通アクセス

問題に加えて、スーパー跡の今後のあり方、

さらに都営住宅の建て替え、諏訪地区市民ホ

ール・諏訪老人福祉館の改修等の周辺の複数

の動きの中にあり大きな危機感をもってい

ます。情報の個別化、遅れは経営悪化につな

がりかねません。 

 また、短期的な課題解決とともに、長期的

な環境の変化は経営の継続性、世代交代を見

据えた運営計画、設備等の再投資などの事

業・経営計画などに大きく影響します。まち

づくり計画における将来像は、近隣センター

の将来の方向性として注目していますが、今

後のスケジュールや進め方についても商店

街との連携を考慮してください。 

 まずは、現在の状況を共有し、現状の課題

解決から、さらに長期的な方向性についても

ともに検討していく土台となる情報共有と

協議の場として商店街を含めた関連機関・団

体との勉強会・連絡会の設置と早急な始動を

要望します。 

 また、規模をコンパクトにしていくことは

具体的なご提案をありがとうございます。 

諏訪近隣センターにつきましては、これま

でも関係者の皆様から課題の提起、改善策の

ご提案等をいただき、検討を重ね、まちづく

り計画に今後の具体的な検討事項を記載し

ております。 

 諏訪近隣センターの周辺では、都営多摩ニ

ュータウン諏訪団地の建替えが進められて

おり、また、諏訪地区市民ホール・老人福祉

館は、「多摩市公共施設の見直し方針と行動

プログラム」において、平成３４年度までに、

市民や利用者等と対話を行いながら、今後の

施設のあり方について検討していくとして

おります。 

商店街や関係機関、そして市民の皆様と情

報共有を図りながら、一体的なまちづくりに

向けて、協働で取り組んでまいります。 

 地域の強みを活かし、より魅力的なまちづ

くりを目指します。 
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必要と考えますが、それぞれのエリアに人を

ひきつけるものは何か、その地域に求められ

ているものが何か、商業者、住民など多方面

の参加者で話し合うような場としても有意

義尚なものとしてプロジェクトを進めるべ

きと考えます。 

Ｄ １、公園緑地の活用自由度の拡充では、ぜひ

プレーパーク（近隣市では、行われています）

を望みます。 

プレーパークでなくとももっと活用の自由

度を期待しています。 

 

２、近隣センター、現在の団地内商店街のこ

とは、どう検討されていくのでしょうか。活

性化には、今の商店街をと思うのですが。こ

の計画をみると新しくつくっていくことば

かりのように感じますはたしてこんなふう

にできるのでしょうか。 

 

３、若い世代を呼ぶ込むにしても、高齢者が

住むにしても、公的賃貸の古い団地は、家賃

を下げる対応をしてほしい。 

 

具体的な問題提起やご提案をありがとう

ございます。 

 １の公園緑地の活用については、現在策定

を進めています「多摩市公園施設長寿命化計

画」、において、地域での意見交換やワーク

ショップの開催、及び市内部においても関係

所管課とのヒアリングを行いながら、公園の

活用自由度の拡充や遊具のあり方について、

検討を行っています。なお、市内では、大谷

戸公園において、プレーパークを実施してお

ります。 

 ２の近隣センターについては、商店街や関

係機関、そして市民の皆様と情報共有を図り

ながら、活性化に向け、協働で取り組んでい

きたいと考えております。 

３の賃貸団地の家賃の引き下げについて

は、引き続き要望してまいります。 

Ｅ 生活不便地域の交通対策について、住居の

購入価格、固定資産税等で便利さを買ってい

るのであるから、対策に係る費用は、不便地

域の方に負担いただくべき 

そのような方針で進めていただきたい。 

「第五次多摩市総合計画第２期基本計画」

の将来都市像にあるよう、多摩市で暮らす全

ての市民が、各々の個性を発揮するととも

に、互いに尊重し支えあいながら、市民が主

体となったまちづくりを進めていきます。 

 


